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1. はじめに 

1.1 海外派遣プログラムの目的 

本プログラム(Global Awareness for Technology Implementation 10：GATI10)は、グロー

バル理工人育成コース「実践型海外派遣プログラム」、アントレプレナーシップ科目・グロ

ーバル教育オプション（GEO）の対象科目の一つとして実施され、海外での経験を積むこと

で、下記の能力を養うことである。  

 

1) 自身の将来計画と関連付けた明確な目標を持ち、様々な活動に積極的に参加する。 

2) 自身と出身国、母語、習慣、文化等が異なる相手と、多面的な視野から交流するこが

できる。 

3) 対象国の概要、歴史・文化などを説明でき、対象国に関連した自身の学びを深める 

ために主体的に行動し、今後の留学やキャリアの参考とすることができる。  

 

また、GATI10 は「Mobility during Disaster：災害時のモビリティ」をグループワークの

テーマとし、東京科学大学とチュラーロンコーン大学の双方への訪問を含む、合同異文化課

題解決型学習プログラムであり、以下の 3 部日程により構成されている。 

 

① 事前学習および講義授業(退学生徒のオンライングループワーク等) 

② チュラ―大生訪問受け入れ、中間成果発表 

③ タイ(3 都市)訪問および最終成果発表 

 

 本レポートは、上記の 3 部にわたるプログラムを通した成果を報告するものである。 
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9.13 B2 生命理工学院 生命理工学系 

 今回の訪問では比較的自由行動の時間が多く取られていて、自身の興味に合わせて行動

することができたのが何よりも魅力的だった。自ら行動計画を立て、トラブルが起こる度に

臨機応変に対応する中で、タイの人たちのほどよいテキトーさに学ぶところがたくさんあっ

た。これからも今学びを生かしていけたらと思う。 

 1 月のタイ学生受け入れおよび 3 月のタイ訪問を通して、印象に残っていることはたくさ

んある。まず 1 月には日本とタイの学生が一緒になって企業訪問を行い、防災食の試食をさ

せていただくなど、今回の GATI プログラムにおけるテーマである災害時のモビリティに関

連する学びを得た。東京都内を案内する機会もあったが、日本にあるチェーンの飲食店は大

抵タイにもあるようで、夕食をどこでとるか選ぶのがなかなかに難しいところであり、大変

苦労した。 

 グループワークも、タイの学生たちのタスクをこなすスピードに驚いた。チュラー大生た

ちとも、ここで仲を深めることができた。 

私にとって濃かったのはやはり 3 月のタイ訪問で、特に今回のプログラムで知り合ったタ

イの友人の家を訪れたことが印象的な経験であったと思う。バンコク中心部から離れた住

宅地の雰囲気は落ち着いていて、家猫や野良猫がたくさんうろついていた。その一方で中心

部とは異なり、犬はあまり目に入らなかった。お母さんに夕ご飯をごちそういただき、それ

が美味しくて何という料理なのかお聞きしたが、オリジナルの家庭料理なので名前などは

ないらしい。夕ご飯の買い物に地元のマーケットを訪れたのも、観光地とは違う新鮮な空気

を味わうことができて非常に楽しかった。 

 また、有名な観光地であるワットアルンも訪れた。中に入るとタイの伝統衣装を身にまと

った観光客と衣装のレンタル店の客引きであふれていた。カメラマンさんが写真を撮ってく

れるサービスを提供している店が多く、かなり本格的な写真を撮ってくれる。 

タイ料理の教室にも参加し、トムヤムクンやグリーンカレーの作り方を教わった。お店の

中がタイ風のインテリアでまとめられていたことに加え、材料の調味料やハーブ、野菜も見

慣れないものばかりで、終始わくわくできる空間になっていた。ほとんどの料理にココナッ

ツミルクが使われていて、クリーミーな味わいがタイ料理の特徴だと感じた。

9.14 B2 工学院 経営工学系 

 今回のタイ派遣プログラムは、出発前に抱いていた「日本が支援する立場にある国」とい

う先入観を根本から変える、非常に刺激的な体験だった。三月のタイは肌を刺すような暑さ

であり、過酷な環境からプログラムは始まったが、最先端のアートや歴史的な遺跡、そして

日系企業の現場を巡る中で、私のタイに対する見方は大きくアップデートされた。 
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プログラム全体を通じて最も衝撃を受けたのは、タイの最高学府であるチュラーロンコー

ン大学の学生たちとの交流だ。まず驚かされたのは、彼らの圧倒的な英語力である。日常的

に英語の専門書を読み、講義も英語で行われる環境は、日本の大学生とは比べものにならな

いほど国際的なレベルに達していた。また、経済面でも、円安の影響はあるものの、彼らの

多くが日本側の学生よりも豊かで洗練された生活を送っている事実に直面した。さらに、大

学自体の運営方法にも驚かされた。広大な敷地を活かして不動産などのビジネスを行う経営

手法は、予算不足に悩む日本の大学が手本にすべき点が多い。タイはもはや「助ける対象」

ではなく、独自の戦略で国を成長させ、日本が学ぶべき部分をたくさん持っている「対等な

パートナー」なのだと考えなおした。 

 異文化グループワークでは、タイ人の「行動力」の強さに圧倒された。日本には「しっか

り計画を立ててから動く」という文化があるが、彼らは「まず動いてみて、やりながら修正

していく」という力強さを持っていた。意見が食い違ったときも、彼らはとても優しく、大

まかな方向が決まると驚くほどのスピードで作業を進めてくれた。特に、発表資料の作成で

「スライドを教授が作るような、あえて格調高いスタイルにしよう」という面白い提案をさ

れたときは、その発想の自由さに驚かされた。彼らのアイデアは、決まった枠の中で考えが

ちな私の頭をほぐしてくれる良い刺激となった。 

 企業訪問で得た学びも、将来の仕事に対する考え方に大きな影響を与えた。アユタヤでの

調査や、日系企業の現場を歩いて見えてきたのは、日本人が技術を教える時代は終わり、現

地のスタッフが中心となってビジネスを動かす「現地化」が進んでいる実態だ。現地で働く

日本人駐在員たちが、タイ特有のスピード感にワクワクしながら仕事をしている姿は、とて

もかっこよく見えた。一方で、現地の勢いに追いつけない日本本社の慎重すぎる姿勢という

課題も知ることができた。 

 これらの経験を経て、私の将来の展望は明確になった。私は将来日本からの指示をただ伝

えるだけの「連絡係」にはなりたくない。そうではなく、現地の熱気の中でワクワクしなが

ら、自分の責任で物事を決めていける人になりたい。アユタヤの川に感じた自然への怖さや、

美術館で触れたアーティストの情熱を忘れず、異なる文化やスピード感の中に勇気を持って

飛び込みたいと思う。そして、意見のぶつかり合いを恐れずに、新しい価値を生み出せる人

間を目指したい。 

 今回のプログラムで得た最大の宝物は、タイという国のしなやかな強さと、共に未来を創

る仲間たちのエネルギーを肌で感じられたことだ。この 16 日間で得た驚きや感動を忘れず、

日本という枠に縛られずに、変化し続けるアジア、そして世界を舞台に挑戦し続けていきた

い。 
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図 9.14-1 一緒に活動したグループ 

図 9.14-2 大学内にある収録作り 



9.15 B2 工学院 システム制御系 

タイへの渡航を終えて日本に戻った時に一番に思ったことは「タイのプログラムを選択し

て良かった」、そして約 4 ヶ月にも及ぶ事前学習期間と 1 月のチュラ大生の来日の意味を強

く感じた。それは他のプログラムにはないほどの長い準備期間と来日ウィークのおかげで、

タイ渡航前にチュラ大生と関係を構築できたことはもちろん、科学大の学生とも学年を超

えて雰囲気をよくできたことにより、タイでの二週間を濃密なものにできたと感じている。 

チュラ大生は、自分の拙い英語に対してもしっかりと理解しようとしてくれて、自分が理

解できなくても他の言い回しでわかるように伝えてくれ、人の温かさを感じたとともに、こ

れからの英語学習を見直すきっかけにもなった。授業はすべて英語で行われ、生協で売られ

ている教科書も英語で書かれたものばかりで、学びたければ英語を使用するしかないとい

う環境が彼らの言語力につながっていると実感した。同時に日本は大学で使われる教科書レ

ベルでも日本人の著者のものや、海外のものを翻訳されていることが多く、多くの人が手軽

に学ぶことができるという利点がある一方で大学を卒業しても世界で活躍できる人材にな

るのが大変である要因になっていて、論文を読むときに苦労する原因であると考えた。 

 自分はアニメや漫画を見ないので日本のサブカルチャーの部分でチュラー大生と盛り上

がることはできなかったが、タイの人はサッカーが好きな人も多く、推しのサッカーチーム

の話や 10 年ほど前のサッカー選手の話で盛り上がれたのは良い思い出になった。それと同

時に言語力と同じくらい、国を超えても話題にできる話についての知識を持っておくこと、

自国の文化について理解を深めておくことの重要性を実感した。 

 街並みは高層ビルが並び、夜も建物の光が消えずと日本と大差がないようにも感じたが、

大通りのすぐそばにもトタンで作った家が立ち並び、ホームレスの人が歩道に座っているエ

リアもあり、急速に発展している都市であると感じた。これからバンコクが更にどのように

して発展するのか楽しみである。食については、渡航前からタイのご飯は美味しいと聞いて

おり、期待を膨らませていたが、現地の人のおすすめは私にとって辛いと感じることも多く、

タイ料理の中でも辛くないものを選ぶことで楽しむことができた。しかし、現地のタイ食レ

ストランはテーブルがきれいにならないまま席につかされることも多く、衛生管理や安全意

識に対する日本との差を強く感じた。 

 自分は他の人よりも早いタイミングから研究室に所属することができ、研究室にも留学

生の人が 1 人いるので、英語で会話をしてくれる相手もそばにいる。今回のプログラムに参

加したことで、このような恵まれた環境を生かして世界で通用する人材になりたい強く思 
った。渡航前は今回の留学後は博士課程での 3 か月から半年の留学であると考えていたが、

修士課程でも短期の留学プログラムに参加してみたいと思うようになり、今までの自分がい

かに留学に対するハードルを高く設定していたかを感じた。そして何よりも語学に対する意
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識を変えてくれ、語学の必要性を痛感させてくれたこと、言語以外にも国際交流には話題展

開のための知識があると良いことに気づかせてくれたことに GATI への参加は意味がある

と思う。 

9.16 B2 物質理工学院 応用化学系 

タイの留学は私にとって貴重な体験であった。渡航前は英語に自信がなく、ちゃんと周り

の英語を聞き取れるか話せるか不安だった。しかし、現地で生活する中で、私が言いたい単

語などが出てこなくて詰まっているときもみんな私の話をしっかり聞きながら待ってくれ、

理解しようとしてくれることに気づいた。相手の話している内容や単語が分からない時も何

度も違う言葉で説明してくれ、その易しさに感謝しながら、少しずつ英語で話すことが怖く

なくなり、自分の意見なども話せるようになった。 

 また、海外の学生とこれほど多く交流するのは初めてで、とても刺激を受けた。初めは仲

良くできるか不安だったが日本のアニメや食事の話などたわいもない共通の話題で盛り上

がったり、一緒に出掛けたりする中で自然に打ち解けることができた。異なる文化や価値観

を持つ人たちと話すことで自分の考え方が広がり、多くの新しい発見があった。 

 さらに、日本とは文化や生活習慣が大きく異なり、食事や人々の考え方、日常の過ごし方

など様々な違いを実際に体験することができた。特にタイの人々の優しさに触れたことが

印象に残っている。そのおかげで私たち日本人が行きたい場所に連れて行ってくれたり、お

すすめの場所を案内してくれたり、食事の注文に困っていると代わりに手伝ってくれたりし

た。そのおかげで現地の生活にすぐなじむことができ、誰かに頼ることの大切さや、助けて

もらうことに素直になることも学んだ。 

 また、街並みや雰囲気が日本に似ていることに驚いた。街中を歩いていると食事の酸っぱ

さや現地のタイ語でしか書かれていない看板以外はどこか日本にいるような感覚を覚えた。

ショッピングモールに並んでいるお店や駅などは大差ないように感じた。

今回の留学で得た学びや経験はこれからの生活や将来に必ず活かしていきたいと思う。

英語でのコミュニケーションや異文化理解を身近に感じられたこと、そして人の温かさに

触れられたことは、私の人生において大きな財産になった。 




